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－ 早く！そしてきれいに！ －

　9月 17 日、第８回香住ガニまつりが香住漁港西

港で開催されました。

　恒例となった香住ガニ早食い大会では、参加者が

香住ガニをいかに早く、そしてきれいに食べるかを

競いました。

　今年は制限時間の 3分以内に食べきるという強者

も現れ、会場は大いに盛り上がりました。

（本号 15ページに関連記事を掲載）

第 8回香住ガニまつり
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歳入

　平成 27年度の決算がまとまり９月定例町議会で承認さ

れましたので、概要をお知らせします。

　一般会計と７つの特別会計を合わせると、歳入総額は

208 億 9,957 万円、歳出総額は 204 億 7,296 万円となり、

4億 2,661 万円の黒字となりました。

　なお、貯金である基金の残高（一般会計）は、64億 4,528

万円（前年度比 13億 5,441 万円増）で、そのうち財政調

整基金は 30億 4,387 万円です。

　また、借入金である町債の残高（全会計）は、386 億 4,952

万円（前年度比 5億 8,326 万円増）となり、学校耐震化

などの大型事業の実施により増加しています。

財政調整基金…予測できない収入の減少や支出の増加に備える基金

減債基金…公債費（借入金返済の費用）の増加に備える基金

※ 平成 25 年度から下水道事業会計、簡易水道事業会

計は「特別会計」から「企業会計」へ移行しました。

一般会計　　特別会計　　企業会計

平成 年度27

決算報告
●問い合わせ先　役場財政課

歳　入 歳　出 差引額

一般会計 152 億 1,450 万円 148 億 2,308 万円 3億 9,143 万円

特別会計 56 億 8,507 万円 56 億 4,988 万円 3,519 万円

合　計 208 億 9,957 万円 204 億 7,296 万円 4億 2,661 万円

平成 27 年度一般会計・特別会計決算状況
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[ 諸収入ほか内訳 ]
　諸収入　　　　　6億 3,281 万円

　繰越金　　　　　1億 6,846 万円

　使用料・手数料　1億 6,473 万円

　寄附金　　　　　　　7,839 万円

　繰入金　　　　　　　6,616 万円

　分担金・負担金　　　5,983 万円

　財産収入　　　　　　2,295 万円

町税の内訳

入湯税（0.8%）

　　　　1,444 万円

軽自動車税（3.0%）

　　　　5,320 万円

町たばこ税（5.5%）

　　　　9,919 万円

町民税（37.4%）

　　6億 6,672 万円

固定資産税（53.3%）

　　9億 5,108 万円

　歳入総額のうち、29 億 7,798 万円（全体の 19.6％）は、

町税などの自主財源で、残りの 122 億 3,652 万円（全体の

80.4％）は、国・県からの交付金、補助金や借入金などの依

存財源です。

　自主財源のうち、町民の皆さんに納めていただいた町税が

17億 8,463 万円で、歳入全体の 11.7％を占めます。

　また、依存財源のうち、最も多いのは地方交付税で、68

億 6,241 万円で、歳入全体の 45.1％を占めます。
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歳　　入

152 億 1,450 万円

一般会計

財政調整基金　減債基金　特定目的基金　定額運用基金
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平成 27年度
64億 4,528 万円

平成 25年度
47億 8,346 万円

平成 26年度
50億 9,087 万円

22億 9,366 万円

4億 8,023 万円

12億  582 万円

8億  375 万円
8億  379 万円

12億 3,061 万円

2億 4,199 万円

28億 1,448 万円

（億円）

30億 4,387 万円

8億 3,157 万円

17億 6,602 万円

8億  382 万円

基金残高の推移（一般会計）
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386 億 4,952 万円

183億 3,876 万円

203 億 4,778 万円

5,711 万円

185 億 524 万円

4,750 万円

195 億 1,352 万円

387 億 4,365 万円 380 億 6,626 万円

（億円）

188億 7,377 万円

4,242 万円

197 億 3,333 万円

町債残高の推移（全会計）

一般会計決算状況

27 年度 26 年度 増減

歳入総額 152 億 1,450 万円 151 億 3,091 万円 8,360 万円

歳出総額 148 億 2,308 万円 148 億　845 万円 1,463 万円

形式収支 3億 9,143 万円 3億 2,246 万円 6,897 万円

繰越財源 3,842 万円 1,639 万円 2,203 万円

実質収支 3億 5,301 万円 3億  607 万円 4,694 万円

※ この記事中の表の合計は、四捨五入の関係などで合わないことが

あります。
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148 億 2,308 万円
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　歳出総額は、北但ごみ処理施設の建設に係る負担

金などにより、前年度と比べ 1,463 万円の増（前

年度比 0.1％増）となりました。

　歳出を目的別にみると、電算システム開発事業な

どを実施した総務費が最も多く、27 億 4,381 万円

（歳出全体の 18.5％）です。

　性質別にみると、人件費や扶助費などの義務的経

費が 53億 2,440 万円（歳出全体の 35.9%）で、建

設事業費などの投資的経費は 16億 9,362 万円（歳

出全体の 11.4％）です。

総務費（戸籍や徴税、行政運営）……………………………144,910 円

民生費（福祉や子育て支援）…………………………………130,027 円

教育費（学校整備や社会教育の振興）………………………119,844 円

公債費（借入金の返済）………………………………………111,228 円

衛生費（ごみ処理や健康増進）………………………………109,661 円

土木費（道路、橋の整備や除排雪）…………………………  64,230 円

農林水産業費（農林水産業の振興）…………………………  39,165 円

消防費（消防や防災）…………………………………………  36,031 円

商工費（観光や商工業の振興）………………………………  20,366 円

その他【議会費・労働費】（議会運営や労働対策）…………   7,050 円

災害復旧費（道路や農地の被害復旧）……………………………783 円

※平成 28 年 4 月 1 日現在の住民基本台帳人口 18,924 人を基に計算

町民 1人当たりに使われたお金は 783,295 円

　まちづくりを進めるための第 1次香美町総合計画基本

方針の項目ごとに実施した主な事業は次のとおりです。

自立と参画・協働、連携・交流の推進

・小規模集落の活動支援

・ふるさとづくり寄附金に対する特産品送付

教育・文化の充実・創造

・奥佐津、兎塚、射添小学校体育館の耐震化工事

・香住区中央公民館文化ホール音響設備改修工事

保健・医療・福祉の充実・連携

・こどもの医療費負担を軽減するための助成

・子育て世帯臨時特例給付金の支給

産業振興と雇用確保

・シカ、イノシシなどの有害鳥獣対策

・情報発信の拠点として香美町役場神戸営業所の運営

都市基盤の整備・充実

・ 町道新設改良事業（九斗米地線橋梁修繕、石寺新屋線ほか）

・法改正などに対応するための電算システム改修

生活環境の整備・充実

・広域ごみ・汚泥処理施設整備事業に対する負担金

・消防軽積載車などの消防施設整備

自然環境の保全・活用

・山陰海岸ジオパークを生かした地域活性化事業

・急傾斜地崩壊対策事業に対する負担金

行財政基盤の強化

・財源造成のため財政調整基金、減債基金に積み立て

・町債残高を減少させるため繰上償還を実施

平成 27年度は

こんなまちづくりをしました！
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特別会計

企業会計

●矢田川憩いの村事業
　「かすみ・矢田川温泉」の利用者数は、開設 15 周年記念事
業のイベントを行うなど積極的な誘客策を行った結果、6万
7,369 人（前年度比 5.9％増）となりました。

　企業会計は、地方公営企業法の適用を受けており、民間企業とほぼ同じ複

式簿記などにより経営の内容をより明らかにしている会計です。

●公立香住病院事業
　入院患者数は 1万 1,614 人（前年度比 3.9％増）、外来
患者数は 4万 7,069 人（前年度比 1.9％増）、介護老人保
健施設の入所者数は 1万 6,154 人（前年度比 1.9％増）、
居宅介護利用者数は 703 人（前年度比 6.5％増）で、い
ずれも増加しましたが、訪問看護利用者数は 2,284 人（前
年度比 3.1％減）に減少しました。
　今後も地域医療の維持、確保に努め、町民の皆さんに
親しまれ、信頼される病院を目指します。
●水道事業
　平成 27年度の年間有収水量は、235 万 503㎥（前年度
比 1.5％減）に減少しました。
　施設整備としては、守柄簡易水道および加鹿野地区の

上水道事業への統合を進めるため、配水管新設工事およ
び守柄送水ポンプ場整備工事を実施しました。
　村岡中区簡易水道でも、日影水系の村岡浄水場への統
合整備を進めるため、日影ポンプ場整備工事を行いました。
　また、小代簡易水道で、取水施設および導水管新設工
事などを実施し、安心・安全な水の安定供給に努めました。
●下水道事業
　平成 27 年度は、企業会計原則に基づいた経理のもと、
下水道施設の適正な維持管理を行い、快適な生活環境の
保全と公共用水域の水質保全に努めました。
　また、香住処理区でマンホールポンプ場機械電気整備
や、射添処理区で新たに下水道管を整備し、平成 28年度
に供用を開始しました。

貸借対照表

資産の部 243 億 9,893 万円

固定資産 243 億   189 万円

流動資産 9,704 万円

負債・資本の部 243 億 9,893 万円

固定負債 138 億 3,931 万円

流動負債 10 億 1,108 万円

繰延収益 115 億 3,156 万円

資本金 14 億 2,860 万円

剰余金 △ 34 億 1,164 万円

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） △ 544 万円

収入 16 億 5,400 万円

支出 16 億 5,944 万円

資本的収支差引（税込み） △ 4億 8,621 万円

収入 5億 7,038 万円

支出 10 億 5,658 万円

●下水道事業

貸借対照表

資産の部 75 億 5,725 万円

固定資産 70 億 8,633 万円

流動資産 4億 7,092 万円

負債・資本の部 75 億 5,725 万円

固定負債 29 億 8,210 万円

流動負債 3億 5,938 万円

繰延収益 24 億   712 万円

資本金 20 億 7,855 万円

剰余金 △ 2億 6,990 万円

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） △ 1億   292 万円

収入 4億 9,216 万円

支出 5億 9,508 万円

資本的収支差引（税込み） △ 1億 4,210 万円

収入 3億 5,309 万円

支出 4億 9,519 万円

●水道事業

貸借対照表

資産の部 16 億 4,058 万円

固定資産 14 億 4,865 万円

流動資産 1億 9,193 万円

負債・資本の部 16 億 4,058 万円

固定負債 7億 4,174 万円

流動負債 3億 1,542 万円

繰延収益 339 万円

資本金 33 億 1,461 万円

剰余金 △ 27 億 3,458 万円

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） △ 2,303 万円

収入 12 億 6,985 万円

支出 12 億 9,287 万円

資本的収支差引（税込み） △ 1億 2,149 万円

収入 1億 8,824 万円

支出 3億   972 万円

●公立香住病院事業

会計名 歳入 歳出 差引額

国民健康保険事業 30 億 8,600 万円 30 億 7,668 万円 932 万円

事業勘定 27 億 4,773 万円 27 億 4,324 万円 450 万円

佐津診療施設勘定 2,532 万円 2,532 万円

兎塚・川会・原診療施設勘定 4,090 万円 4,090 万円

小代診療施設勘定 1億 6,922 万円 1億 6,922 万円

兎塚・川会歯科診療施設勘定 1億　283 万円 9,800 万円 483 万円

後期高齢者医療保険事業 2億 7,532 万円 2億 7,530 万円 2万円

介護保険事業 22 億 3,312 万円 22 億　825 万円 2,487 万円

財産区 102 万円 51 万円 50 万円

町立地方卸売市場事業 186 万円 186 万円

国民宿舎事業 5,260 万円 5,260 万円

矢田川憩いの村事業 3,515 万円 3,468 万円 47 万円

合　計 56 億 8,507 万円 56 億 4,988 万円 3,519 万円

特別会計決算額

●国民健康保険事業
　被保険者数は年度平均で 5,293 人（前年度比 4.8％減）
で、一人当たりの医療給付費は、30万 377 円（前年度比
3.6％増）となりました。
●後期高齢者医療保険事業
　年度末の被保険者数は 4,008 人（前年度比 0.7％増）で、
一人当たりの医療給付費は67万9,848円（前年度比1.1％
減）となりました。
●介護保険事業
　年度末の第１号被保険者数（65 歳以上）は 6,870 人、
認定者数は 1,283 人、認定率は 18.7％で、介護給付費は
19億 9,843 万円（前年度比 0.8％減）となりました。
●財産区
　長井財産区の管理運営を行いました。
●町立地方卸売市場事業
　町立地方卸売市場は、漁獲量の減少などにより、せり
場の使用はなく、施設の維持管理を行いました。
●国民宿舎事業
　「ファミリーイン今子浦」の老朽設備の更新に伴う施設
稼動期間の短縮などから、宿泊利用者数は 6,578 人（前
年度比9.6％減）、宴席者数は6,993人（前年度比28.2％減）
となりました。

　特別会計は、町が特定の事業を行う場合、その事業

で得られる収入を財源として支出するため、一般会計

とは別に経理を行う会計です。
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区　　分
香美町算定結果

（平成 27 年度決算）
早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率
ー

（－）
13.60％ 20.00％

②連結実質赤字比率
ー

（－）
18.60％ 30.00％

③実質公債費比率
11.3％
（13.6％）

25.0％ 35.0％

④将来負担比率
103.4％
（128.8％）

350.0％ ー

※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字が生じていないため、「－」と表
示しています。
※ 将来負担比率の財政再生基準は定められていないため、「－」と表示して
います。
※（　）内の数字は昨年度のものです。

健全化判断比率

区　　分
香美町算定結果

（平成 27 年度決算）
経営健全化基準 備　　考

公営企業における資
金不足比率

ー
（－）

20.0％ 資金不足額なし

※すべての会計で資金不足が生じていないため、「－」と表示しています。
※（　）内の数字は昨年度のものです。

資金不足比率

町の財政健全化判断比率・資金不足比率は？

健全化判断比率

資金不足比率

①実質赤字比率

　一般会計など（本町では一般会計・矢田川憩いの村

事業特別会計の 2会計が該当）の赤字の状態をみる

もので、平成 27 年度決算では、3億 5,345 万円の黒

字となりました。

②連結実質赤字比率

　全会計の赤字と黒字の合計の状態をみるもので、平

成 27 年度決算では、8億 3,429 万円の黒字となりま

した。

③実質公債費比率

　一般会計の借入金の返済額と、特別会計の借入金の

返済額のうち一般会計が負担した額との合計額が、町

の標準的な収入額（税金、普通交付税など）に対して、

3ヵ年平均でどれくらいあったかをみるもので、自由

に使える財源の何割を返済金に充てているかを意味し

ます。

　平成 27 年度決算では 11.3％で、平成 26 年度決算

の 13.6％に比べて 2.3 ポイント改善しました。

　過去に実質公債費比率が高くなっていた原因は、観

光振興施設、道路、上下水道の整備を集中的に実施し

たことや、公立香住病院と公立八鹿病院組合の整備の

ために多額の借入れをしたことによるものです。

　今後も事業の必要性を十分考慮しながら、緊急性の

高い事業を計画的に実施し、新たな借入金を最小限に

とどめ、過去に借り入れた町債の繰上償還を行うこと

などにより、比率は減少する見込みです。

④将来負担比率

　一般会計の借入金の残高と、特別会計すべての借入

金の残高のうち一般会計が負担するべき残高相当額の

合計額などが、標準的な収入額（税金、普通交付税な

ど）に対して何倍かをみるものです。

　平成 27 年度決算では 103.4％で、平成 26 年度

決算の 128.8％に比べ、25.4 ポイント改善しました。

今後も実質公債費比率と同様に更なる引き下げに努め

ていきます。

　病院・水道・下水道などの会計ごとに資金不足の状

態をみるもので、各会計の使用料などの料金収入額に

対する資金不足の割合を示しています。

　平成 27年度決算では、算定の対象となるすべての

会計（町立地方卸売市場事業・国民宿舎事業・公立香

住病院事業・水道事業・下水道事業）で資金不足は発

生していません。

財政の指標

　地方公共団体の財政を適正に運営することを目的と

して「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が、

平成 19年 6月に公布されました。

　財政健全化判断比率は①実質赤字比率②連結実質赤

字比率③実質公債費比率④将来負担比率――の 4指

標で、そのうち 1つでも早期健全化基準、財政再生

基準以上となった場合は、それぞれ「財政健全化計画」、

「財政再生計画」の策定が義務づけられ、早期に財政

状況を改善することが求められます。

　資金不足比率は、公営企業会計ごとに算定し、その

比率が「経営健全化基準」以上となった場合、「経営

健全化計画」の策定が義務づけられ、同様に早期の経

営改善が求められます。

　この法律に基づき、平成 27年度決算により算定し

た結果、いずれの指標についても早期健全化基準など

を下回っています。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　

現
在
、
全
国
で
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
も
例
外

で
は
な
く
、
庁
舎
や
学
校
、
公
民
館
、
体
育

館
な
ど
多
く
の
公
共
施
設
を
整
備
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
多
く
が

改
修
や
建
て
替
え
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

将
来
の
建
て
替
え
な
ど
を
見
据
え
、
町
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
や
必
要
な
財
源
を
確
保
し
な

が
ら
、
古
く
な
っ
た
公
共
施
設
を
安
全
に

使
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
は
、
施

設
の
老
朽
化
の
現
状
と
、
将
来
の
建
て
替
え

な
ど
に
必
要
と
な
る
費
用
を
明
ら
か
に
し
、

多
額
の
財
源
負
担
を
軽
減
さ
せ
な
が
ら
、
適

切
に
維
持
管
理
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

公
共
施
設
の
現
状
と
課
題

保
有
数
が
多
く
老
朽
化
す
る
施
設

　

町
内
に
は
、
２
９
２
施
設
、
総
延
床
面
積

16
・
８
万
㎡
（
町
民
１
人
当
た
り
約
８
・
６

㎡
）
の
公
共
施
設
が
あ
り
、
そ
の
規
模
は
関

西
の
類
似
団
体
な
ど
の
平
均
の
約
１
・
５
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成
27
年
３
月
現
在
）。

　

10
年
後
に
は
築
30
年
を
経
過
す
る
施
設
が

約
７
割
に
上
る
な
ど
、
今
後
、
多
く
の
施
設

が
改
修
や
建
て
替
え
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

（
下
図
１
）

ニ
ー
ズ
の
変
化
と
多
額
の
更
新
費
用

　

今
後
、
人
口
減
少
傾
向
は
一
段
と
進
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
既
存
の
公
共
施
設
の
利
用

需
要
が
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
下

図
２
）

　

ま
た
、
建
設
当
時
と
比
べ
て
、
公
共
施
設

が
担
う
べ
き
役
割
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
施
設
の
建
て
替
え
な
ど
に
係
る
費

用
を
試
算
す
る
と
、
今
後
40
年
間
で
総
額
約

６
８
３
億
円
、
年
平
均
で
約
17
億
円
が
必
要

と
な
り
ま
す
。（
下
図
３
）

　

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
投
資
が

必
要
な
た
め
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
を
現
状

の
規
模
で
建
て
替
え
な
ど
を
行
う
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。

現在

41.5％

10 年後

71.1％

20 年後

89.9％

▼築 30年を超える公共施設の割合（図 1）

▼公共施設の建て替えなどに係る費用の試算（図 3）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2,495 2,090 2,004 2,019

10,680

8,512
7,177

6,386

6,521

6,578

6,021

5,135

2010 年
（H22)

2020 年
（H32)

2030 年
（H42)

2040 年
（H52)

( 人）
19,698

17,180

15,201

13,540

0 ～ 14 歳 15 ～ 64 歳 65 歳以上

▼人口構成の推移と将来見通し（図 2）

▲役場本庁舎

※香美町人口ビジョンより
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

公
共
施
設
白
書
を
作
成
し
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
町
で
は
平

成
27
年
に
公
共
施
設
の
現
状
を
示
し
た
「
香

美
町
公
共
施
設
白
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

役
場
総
務
課
ま
た
は
各
地
域
局
、
町
Ｈ
Ｐ

で
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

今
年
５
月
25
日（
水
）か
ら
６
月
８
日（
水
）

に
か
け
て「
公
共
施
設
」に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
（
20
歳
以
上
の
町
民
２
０
０
０
人
を
無
作

為
抽
出
、
有
効
回
収
率
47
・
８
％
）
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
結
果
は
役
場
総
務
課
ま
た
は
各
地
域

局
、
町
Ｈ
Ｐ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
考
慮
し
、
公
共
施

設
の
将
来
の
方
向
性
を
示
す
「
香
美
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
引
き

続
き
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今ある公共施設は必

要なものなので、費

用がかかっても現状

を維持する（7.4%）

公共施設の必要性を見

直し、人口や税収に見

合った公共施設の質・

量にする（37.3%）

必要性の低い公共施設

については積極的に統

廃合、複合化などを推

進する（48.9%）

その他（1.5%）

無回答（4.9%）

0 10 20 30 40 50 60

56.5

44.7

44.4

30.6

22.4

17.8

13.8

12.1

5.2

3.8

1.7

0.6

利用されていない施設や土地の全部または
一部を売却・賃貸して収入を得る

施設の整備・管理運営に民間のノウハウや
資金を活用する（民間への譲渡を含む）

地域に密着する施設の管理運営を地域住民
にまかせる

民間が保有する施設を公共施設として使用
する（民間施設に助成する）

使用料を徴収できる施設の料金を引き上げる

施設におけるサービスの水準を引き下げる

特別な税金などの徴収など町民全体で負担する

その他

国や県、近隣自治体と共同で施設を整備・
管理運営する

現在ある施設の複合化による機能集約を行う

施設を補強し、しばらくの間建て替えしな
いようにする

現在ある施設の統廃合を行う

(%)

関心がある
（70.4%）

関心がない
（21.4%）

無回答
（8.3%）

■公共施設の老朽化問題の関心度

　7割以上の人が公共施設の老朽化問題

について関心があると答えています。

0 20 40 60 80 100

公民館

文化施設

資料館など

体育施設
（屋内体育施設）

高齢者福祉施設

診療所

観光施設

宿泊施設

温泉施設

野外レクリエー
ション施設

19.7 32.7 32.7 15.0

6.2 22.7 52.7 18.4

1.8

5.8 73.1 19.4

7.6 18.3 55.8 18.2

6.2 8.7 68.5 16.6

9.3 16.8 58.3 15.6

8.5 28.2 44.6 18.7

0.5

12.6 67.4 19.4

7.6 25.3 49.7 17.3

2.4

16.6 62.3 18.6

(%)

月に 1回以上 年に数回程度 利用していない 無回答

■過去 1年の公共施設の利用頻度

　すべての施設で「年に数回程度」と「利用してい

ない」を合わせた割合が 6割以上となっています。

■公共施設の更新費用の負担を減らす方法

　町の保有財産の有効活用や、統廃合、複合化によ

る総量縮減を積極的に実施すべきという回答が多く

なっています。

■公共施設の整備（総量見直し）のあり方

　総量の見直しを進めるべきとする回答が

8割以上を占めています。

　

※ 

下
図
に
つ
い
て
は
四
捨
五
入
の
関
係
で
合
計

が
１
０
０
％
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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問い合わせ先

役場総務課防災安全室

戸
別
受
信
機
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
！

戸
別
受
信
機
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

ご
家
庭
に
設
置
し
て
あ
る
戸
別
受
信
機
は
、

放
送
を
受
信
し
て
い
ま
す
か
。

　

戸
別
受
信
機
の
導
入
か
ら
年
数
が
経
っ
て

い
る
地
域
も
あ
り
、
故
障
し
て
い
る
戸
別
受

信
機
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

戸
別
受
信
機
か
ら
は
、
行
政
情
報
だ
け
で

は
な
く
、
災
害
時
の
緊
急
情
報
な
ど
も
放
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
放
送
を
受
信
し
て
い
る
か

今
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

受
信
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

受
信
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

放
送
を
受
信
し
な
い
場
合

放
送
を
受
信
し
な
い
場
合

正
し
く
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
！

正
し
く
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
！

　

役
場
か
ら
の
定
時
放
送
な
ど
で
受
信
の
有

無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

定
時
放
送

　

火
、
木
、
土
曜
日
の

　

午
前
６
時
40
分

　

午
後
７
時
30
分

　

役
場
総
務
課
ま
た
は
各
地
域
局
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

戸
別
受
信
機
の
確
認
、
電
波
状
態
の
測
定

を
行
い
、
放
送
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

　

修
理
を
依
頼
さ
れ
る
前
に
、
次
の
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

症状 確認

電源が入らない
・電源スイッチが「入」になっていますか

・電源プラグが確実に接続されていますか

放送を受信しない

放送中の雑音が大きい
・ロッドアンテナを伸ばして設置していますか

放送終了後「ピーピー」

と音が鳴る

・新しい乾電池が入っていますか

・正しく乾電池が入っていますか

※雑音については、時期的要因によって発生することもあります

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課
防
災
安
全
室

香
美
町
総
合
防
災
訓
練

　

災
害
発
生
時
に
「
自
ら
の
命
は
自
ら
で
守

る
」「
自
ら
の
地
域
は
皆
で
守
る
」
た
め
の

心
構
え
、
そ
し
て
万
一
の
備
え
を
確
認
す
る

た
め
、
８
月
28
日
、
町
内
全
域
で
総
合
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
、
小
雨
の
降
る
中
、
１
１
９

区
（
自
治
区
・
自
治
会
）
約
８
千
人
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
想
定

　

兵
庫
県
の
日
本
海
沿
岸
沖
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
７
、
震
度
６
弱
の
地

震
が
午
前
7
時
発
生
し
た
と
す
る
も
の
と
、

台
風
の
接
近
に
伴
い
大
雨
・
暴
風
警
報
が
発

令
さ
れ
午
前
7
時
25
分
に
土
砂
災
害
警
戒
情

報
が
発
表
さ
れ
た
と
す
る
２
つ
。
予
想
津
波

高
は
町
地
域
防
災
計
画
の
想
定
津
波
高
３
ｍ

程
度
、
家
屋
被
害
の
ほ
か
道
路
の
一
部
通
行

止
め
と
い
っ
た
交
通
網
の
不
通
、
ま
た
一
部

の
地
域
で
の
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
な
ど
が

不
通
ま
た
は
つ
な
が
り
に
く
い
状
態
と
な
っ

て
い
る
と
し
ま
し
た
。

各
区
で
の
訓
練
の
様
子

　

「
自
助
」「
共
助
」
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、

避
難
訓
練
や
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援

訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
負
傷
者
搬
送
訓
練

な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
役
場
本
庁
舎
に
設
け

ら
れ
た
町
災
害
対
策
本
部
で
は
、
電
話
網
が

使
用
で
き
な
い
場
合
の
情
報
収
集
・
伝
達
の

手
段
に
つ
い
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
や
消

防
・
防
災
行
政
無
線
の
活
用
な
ど
多
様
な
連

絡
手
段
の
確
認
を
行
い
な
が
ら
、
参
加
団
体

と
連
携
し
「
公
助
」
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
分
駐
所
や
２
次
避
難
所
の
開

設
を
行
い
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

終
わ
り
に

　

こ
の
訓
練
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
各
自
主
防
災
会
、

香
美
町
消
防
団
、
美
方
広
域
消
防
本
部
、
美

方
警
察
署
、
香
住
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

な
ど
多
く
の
団
体
・
関
係
機
関
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

▲ 2次避難所の香住小学校へ避難する香住自治会の皆さん
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…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

禁
煙
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

〜 
受
動
喫
煙
の
危
険
性
に
つ
い
て 

〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

喫
煙
が
本
人
の
健
康
に
と
っ
て
悪
い
も
の

で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
周
り
に
い
る
人
が
受
け
る
悪
影
響
に

つ
い
て
は
、
軽
く
考
え
て
い
る
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

他
の
人
が
吸
う
タ
バ
コ
の
煙
は
、
タ
バ
コ

を
吸
わ
な
い
あ
な
た
や
子
ど
も
な
ど
に
短
期

的
に
も
長
期
的
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

受
動
喫
煙
の
害
を
理
解
し
、
煙
の
な
い
社

会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

受
動
喫
煙
っ
て
何
？

受
動
喫
煙
っ
て
何
？

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
！

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
！

吸
わ
な
い
人
の
健
康
も
危
険
に

吸
わ
な
い
人
の
健
康
も
危
険
に

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
！

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
！

子
ど
も
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が

子
ど
も
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が

禁
煙
治
療
！

禁
煙
治
療
！

健
康
保
険
な
ど
で
受
け
ら
れ
る

健
康
保
険
な
ど
で
受
け
ら
れ
る

副
流
煙
に
は
有
害
物
質
が
い
っ
ぱ
い
！

副
流
煙
に
は
有
害
物
質
が
い
っ
ぱ
い
！

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
い
う
病
気
！

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
い
う
病
気
！

出
る
煙
「
副
流
煙
」
に
は
、
喫
煙
し
て
い
る

本
人
が
口
か
ら
直
接
吸
い
込
む
煙「
主
流
煙
」

よ
り
も
高
い
濃
度
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

副
流
煙
に
は
ニ
コ
チ
ン
が
主
流
煙
の
２
・

８
倍
、
タ
ー
ル
が
３
・
４
倍
、
一
酸
化
炭
素

が
４
・
７
倍
、
ア
ン
モ
ニ
ア
が
46
倍
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
は
、
吸
っ
て
い
る
本
人
の
健
康
に
よ

く
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
周
り
の
人

の
健
康
に
も
次
の
よ
う
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

受
動
喫
煙
に
よ
り
起
こ
る
病
気
な
ど

①
す
ぐ
に
あ
ら
わ
れ
る
症
状

　

目
の
痛
み
、
目
が
し
み
る
、
冷
え
性
、
の

ど
の
痛
み
、
咳
が
で
る
、
心
拍
数
の
増
加

②
長
期
的
な
影
響

　

肺
が
ん
、
副
鼻
腔
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、

気
管
支
喘
息
の
悪
化
、
呼
吸
機
能
の
低
下
、

脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病

③
妊
婦
、
新
生
児
へ
の
影
響

　

流
産
、
早
産
、
新
生
児
の
低
体
重
化
、
乳

幼
児
突
然
死
症
候
群
、
新
生
児
の
将
来
の
肥

満
、
糖
尿
病

　

子
ど
も
は
タ
バ
コ
の
煙
に
対
し
て
無
防
備

で
す
。
タ
バ
コ
の
煙
が
有
害
で
あ
る
こ
と
が

分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
親
が
喫
煙
者
で
あ
っ

た
り
す
る
た
め
、
タ
バ
コ
の
煙
を
自
分
の
意

思
で
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
親
が
喫
煙
者
で
あ
る
と
、
そ
の
子

ど
も
は
タ
バ
コ
の
煙
に
慣
れ
、
将
来
喫
煙
者

に
な
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
、

麻
薬
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
強
い
依
存
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
喫
煙
習
慣
の
本
質
は
「
ニ
コ

チ
ン
依
存
症
」
と
い
う
、
治
療
が
必
要
な
病

気
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
気
を
意
志

で
治
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

　

最
近
で
は
、
禁
煙
治
療
が
健
康
保
険
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

禁
煙
治
療
を
健
康
保
険
な
ど
で
受
け
る
に

は
一
定
の
要
件
が
あ
り
、
１
回
目
の
診
察
で

医
師
が
確
認
し
ま
す
。

　

禁
煙
治
療
は
、
禁
煙
外
来
を
開
設
し
て
い

る
医
療
機
関
、
町
内
で
は
公
立
香
住
病
院
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
が
タ
バ
コ
の
煙
を

吸
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
「
受
動
喫
煙
」

と
い
い
、
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く
、
タ

バ
コ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て
い
る
状
態
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。

　

他
の
人
が
吸
っ
て
い
る
タ
バ
コ
の
先
か
ら
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【事例】

　大手宅配業者から「宅配便受取指定ご依頼

受付完了」とのお知らせメールがあった。

　そこには伝票番号が記載され、宅配業者に

対して配達日時を指定したように書かれて圧

縮ファイルが添付してある。

　通信販売などで何も注文していないので、

荷物が届くこと自体、身に覚えがない。家族

に聞いたが、誰も知らないとのこと。宅配業

者の間違いだろうか。

【ひとことアドバイス】

◆ 宅配業者の会員限定で利用できる「配達日時指

定サービス」を装ったメールです。

◆ 添付された圧縮ファイルを開くと、コンピュー

ターウイルスに感染する可能性があります。絶

対にファイルを開かずメール自体を削除しま

しょう。

◆ また、大手宅配業者の名をかたり「宅配物の届

け先が不明なため、保管中だ」などといったメー

ルを送信し、メールに添付されたURLをクリッ

クさせ、架空の請求をするものもあります。

◆ 身に覚えのないメールは無視し、そこに記載さ

れた URL に接続したり、安易に問い合わせを

しないようにしましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活費 相談

電子メールに要注意！
～頼んでもいない荷物の受け取り確認～

　

町
で
は
、
元
気
で
安
心
で
き
る
介
護
生
活

を
送
っ
て
も
ら
う
た
め「
ら
く
楽
介
護
教
室
」

開
催
し
て
い
ま
す
。
介
護
中
の
人
だ
け
で
な

く
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
入
浴
介
護
」

　

入
浴
は
身
体
の
清
潔
を
保
つ
だ
け
で
な
く
、

血
行
が
良
く
な
り
、
気
分
転
換
に
も
な
り
ま

す
。
ま
た
、
精
神
的
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も

望
め
ま
す
。

　

要
介
護
度
や
身
体
の
状
況
に
よ
り
、
人
そ

れ
ぞ
れ
入
浴
介
助
の
方
法
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
が
、
介
助
す
る
側
に
か
な
り
の
労
力
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
家
族
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
介
護
保
険
制
度
を
有
効
に
活
用
し

て
無
理
の
な
い
介
助
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
入
浴
介
助
の
ポ
イ
ン
ト

や
安
全
に
入
浴
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
実
技
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま
す
。

　

ま
た
介
護
す
る
人
同
士
の
交
流
も
で
き
ま

す
の
で
、
普
段
の
苦
労
話
を
語
り
な
が
ら
楽

な
介
護
の
ヒ
ン
ト
が
つ
か
め
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

開
催
日
程
な
ど

　

次
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
健
康
相
談
の
後
に
、
但
馬
長
寿
の

郷
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
「
安
心
し
て
入
浴
で

き
る
介
助
方
法
」「
入
浴
補
助
用
具
の
上
手

な
使
い
方
」
に
関
す
る
講
話
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
体
操
、
ま
た
交
流
茶
話
会
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
希
望
者
は
開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
、
電
話
で
い
き
い
き
相
談
セ
ン

タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
浴
介
護
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

〜
ら
く
楽
介
護
教
室
〜 ●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

とき ところ

11 月 4日（金） 村岡リハビリセンター

11月 15 日（火） 香住区中央公民館

▼らく楽介護教室の開催日程など

※時間はいずれも 10:00 ～ 12:00
　参加費は 100 円
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水銀を含む廃棄物

適正な処理をおねがいします！適正な処理をおねがいします！

　クリーンパーク北但で、水銀を含む廃棄物が「燃

やすごみ」として搬入されたことにより、焼却を緊

急停止するというケースが発生しました。

　これらの廃棄物を「燃やすごみ」に混ぜることは

絶対にやめてください。

　施設の安全で安定的な運転のため、これらの廃棄

物の適正な分別にご協力をお願いします。

水銀を含む廃棄物の分け方、出し方

①血圧計、体温計・温度計、電池類

・ 中身の見える（透明または半透明）の任意の袋に

入れて「乾電池類」の日に、氏名を書いて出して

ください。

・ ボタン電池は、可能なかぎり販売店などの回収箱

をご利用ください。

・ 電子式の体温計などは「燃やさないごみ」の日に

出してください。

②蛍光管

・ 購入時の筒や新聞紙などに包んで、燃やさないご

み袋に入れて「蛍光管」の日に出してください。

・ 白熱電球や LED 電球は「燃やさないごみ」の日に

出してください。

・ 分け方や出し方が分からない場合は、役場町民課ま

でお問い合わせください。●問い合わせ先　役場町民課

　クリーンパーク北但にごみを直接搬入するとき

は下記のことを守ってください。

受入時間

月～土曜日の 8:30 ～ 16:30

※ 祝日・年末年始は受け入れできません

処理手数料

10㎏までごとに 100 円

※ 手数料は原則搬入時に施設で現金納付

搬入時の注意事項

・ 施設内は一方通行です。また、制限速度にご注

意ください。

・ 荷降ろしは係員の指示に従ってください。

・ 持ち込む前にごみの分別をお願いします。

・ 大量のごみ（2ｔダンプ 2台以上）を持ち込む

場合は事前に施設にお問い合わせください。

・ タイヤや瓦などの「処理困難物」や家電 4品目

などの「処理できない物」は搬入できません。販

売店や専門業者などにご相談ください。

ルールを守って搬入してください！

　

全
国
に
誇
る
「
但
馬
牛
」
の
原
産
地
と

し
て
、
町
内
産
子
牛
の
資
質
向
上
や
畜
産

農
家
の
生
産
技
術
向
上
な
ど
を
目
指
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
香
美
町
子
牛
品
評

会
」（
町
と
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
が
主
催
）。
そ
の

前
期
の
部
が
９
月
２
日
に
美
方
郡
農
村
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
（
新
温
泉
町
歌
長
）
で

開
催
さ
れ
、
畜
産
農
家
が
手
塩
に
か
け
て

育
て
た
子
牛
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
12
月
１
日
か
ら
今
年
２

月
29
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
牛
が
対
象
。

雄
・
雌
の
部
に
は
雌
牛
35
頭
、
去
勢
の
部

に
は
16
頭
が
出
品
さ
れ
、
全
国
和
牛
登
録

協
会
の
登
録
審
査
基
準
に
基
づ
き
資
質
、

品
位
、
体
格
な
ど
に
つ
い
て
厳
正
な
審
査

を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
雄
・
雌
の
部
の
一

等
一
席
と
去
勢
の
部
の
金
賞
一
席
に
選
ば

れ
た
上
田
伸
也
さ
ん
は
「
今
年
は
若
い
ス

タ
ッ
フ
が
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
こ
の
よ
う
な
評
価
を
い
た
だ
け
て

感
無
量
で
す
。
上
位
に
入
っ
た
牛
は
素
牛

と
し
て
育
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子
牛
を
対
象
と
す
る
同
品
評
会 

後
期
の
部
は
、
10
月
28
日
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。

 

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
「
但
馬
牛
」
の
伝
統
を
後
世
に
…　

　

第
12
回
香
美
町
子
牛
品
評
会 

前
期
の
部

▲【雄・雌の部 一等一席】「にしき 280」

▼雄・雌の部

一等一席「にしき 280」上田伸也（村岡区宿）

同二席「てるひろ 508」同上

同三席「さかえ 587」藤原吉子（小代区神水）

同四席「ひさよ」本上純也（小代区佐坊）

同五席「こうふく 263」上田伸也（村岡区宿）

同六席「みつてる」中村まゆみ（小代区東垣）

▼去勢の部

金賞一席「久福 173」上田伸也（村岡区宿）

同二席「立福山」井上哲也（村岡区熊波）

同三席「菊忠」上治秀正（小代区神場）

同四席「奈津子 4」西崎武志（村岡区和池）

同五席「忠宮」今井正人（小代区秋岡）

（賞、名号、畜主名、産地の順、敬称略）

■主な受賞牛



広報 ふるさと香美 2016.10 － 12

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文文  
芸芸  

かか  

みみ

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

〜 

俳
句
講
座 
〜　

選
者 

岩
崎 

鳥
衣

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

玄
関
を
開
閉
す
る
た
び
表
札
の
落
ち
る
わ
が
家
は
築

八
十
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
本
さ
や
か

も
う
こ
こ
は
秋
の
装
い
蘇
武
が
岳
に
汗
し
た
た
ら
せ

登
り
来
た
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
惠
子

久
び
さ
に
会
え
ば
不
随
の
身
の
友
は
は
じ
け
る
笑
顔

で
迎
え
て
く
れ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
美
栄
子

お
だ
や
か
に
晴
れ
た
る
棚
田
の
す
す
き
か
げ
稲
穂
の

中
よ
り
小
鳥
飛
び
立
ち
ぬ　
　
　
　
　

岡
本
弘
子

燕
ら
は
わ
が
家
の
周
辺
は
嫌
な
の
か
姿
見
せ
ず
に
南

へ
旅
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

力

短
歌
会
の
迫
る
も
短
歌
の
詠
め
ざ
れ
ば
夜
半
の
目
覚

め
に
ひ
た
す
ら
励
む　
　
　
　
　
　
　

田
中
富
美
子

古
代
米
を
炊
い
て
も
て
な
す
萩
ま
つ
り
の
ひ
と
日
楽

し
む
人
ら
集
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬
ト
シ

健
や
か
と
思
い
し
わ
れ
も
明
日
は
知
れ
ず
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
心
動
か
さ
る　
　
　
　
　
　

吉
村
栄
子

認
知
症
の
友
の
手
握
り
て
登
り
ゆ
く
竹
の
秋
ふ
か
き

竹
田
城
趾
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

刈
り
残
る
草
を
宿
し
て
虫
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎
鳥
衣

虫
鳴
く
や
そ
ろ
そ
ろ
仕
舞
う
夕
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内
綾
子

秋
の
陽
や
水
尾
煌
め
く
瀬
戸
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

又
来
い
と
見
送
る
あ
と
の
虫
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

こ
ろ
げ
た
る
籠
の
中
か
ら
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
下
喜
幸

鰯
雲
空
の
青
さ
を
引
き
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
し
ず
子

さ
る
す
べ
り
墓
地
の
ま
わ
り
を
華
や
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

道
子

愛
し
む
や
活
け
て
目
立
た
ぬ
吾
亦
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根
富
子

新
涼
や
淋
し
さ
覚
ゆ
齢
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
田
鶴
子

香
美
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

委
員
を
募
集
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

　

町
で
は
「
香
美
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
は
じ
め
と
す
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
に
関
す
る
こ
と
を
調
査
、
審
議
す
る
た
め
「
香

美
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
調
査
、
審
議
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
会

議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

①
町
内
に
住
所
が
あ
る
満
20
歳
以
上
の
人

② 

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
心
が
あ
り
、
会
議
（
役
場
本
庁
舎
で
開
催
予
定
）

に
出
席
で
き
る
人

応
募
人
数

３
人
以
内

任
期

２
年

（
今
年
11
月
ご
ろ
〜
平
成
30
年
10
月
ご
ろ
）

応
募
方
法

　

役
場
企
画
課
ま
た
は
各
地
域
局
に
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
企
画
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

応
募
期
限

10
月
28
日
（
金
）
午
後
５
時

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

選
考
方
法

　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す

（
選
考
結
果
は
後
日
、
個
別
に
通
知
）。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 28年 9月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

※ このコーナーは、先月（8/21 ～ 9/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

こんにちは、赤ちゃん

記
後

編
集

　

９
月
に
入
っ
て
か
ら
雨
降

り
の
日
が
多
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

幸
い
に
も
取
材
中
に
雨
が

降
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は

な
い
の
で
す
が
、
傘
な
ど
を

持
っ
て
取
材
に
向
か
う
と
い

う
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
秋
の
イ
ベ
ン
ト

シ
ー
ズ
ン
。
取
材
の
時
に
は

晴
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
コ
バ
ヤ
シ
）

※ このコーナーは、先月（8/21 ～ 9/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

　

８
月
20
日
、
第
22
回
射
添
地
区
伝
統
芸
能
大
会
が
射
添
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
「
射
添
を
考
え
る
会
青
壮
年
部
」
が
主
催
し
、
射
添

地
区
の
地
域
活
性
化
と
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
芸
踊
り
と
地
踊

り
の
郷
土
芸
能
の
継
承
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

射
添
小
学
校
の
少
年
少
女
音
楽
隊
の
演
奏
と
ス
タ
ー
リ
ッ
ト
☆
ス

カ
イ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
軽
快
な
ダ
ン
ス
で
開
幕
し
、

そ
の
後
、
浴
衣
姿
の
地
元
住
民
ら
は
櫓

や
ぐ
ら

を
囲
ん
で
盆
踊
り
に
興
じ
ま

し
た
。

　

芸
踊
り
で
は
、
射
添
地
区
の
３
地
区
に
よ
る
芸
踊
り
が
披
露
さ
れ
、

川
会
区
の
「
川
會
山
長
楽
寺
仁
王
門
の
決
斗
」
を
皮
き
り
に
、
高
津

区
「
決
闘 

お
た
ん
手
掛
け
松
」、
長
板
区
「
大
菩
薩
峠 

暁
の
決
斗
」

と
題
し
、
役
者
達
は
着
物
衣
装
と
化
粧
を
施
し
、
刀
や
槍
な
ど
を
手

に
し
、
篝か

が
り
び火
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、
音
頭
と
太
鼓
に
合
わ
せ
見
事
な

立
ち
回
り
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

他
に
も
川
会
長
楽
太
鼓
や

小
代
区
の
吉
滝
会
、
新
温
泉

町
の
中
辻
芸
踊
り
保
存
会
も

出
演
し
、
観
客
か
ら
盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
か
ら
訪
れ
た
見
物

客
の
一
人
は
「
以
前
か
ら
新

聞
な
ど
で
伝
統
芸
能
大
会
が

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
初
め
て
見
に
来

ま
し
た
。
独
特
の
リ
ズ
ム
で

の
立
ち
回
り
を
自
分
の
目
で

見
て
肌
で
感
じ
心
に
響
く
も

の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
感
動

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

▲見事な立ち回りを繰り広げる役者の皆さん

射
添
の
夜
空
に
舞
う
立
ち
回
り
！

第
22
回
射
添
地
区
伝
統
芸
能
大
会（
８
月
20
日
、射
添
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

８
月
18
日
、
香
住
文
化
会
館
で
「
現
役
医
師
と
未
来
の
医
師
の

ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」
と
題
し
て
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
町
民
約
１

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
地
域
医
療
を
学
ぶ
た
め
神
戸
市
な
ど
の
大
学
か

ら
医
学
生
14
人
が
、
18
日
か
ら
20
日
ま
で
香
住
病
院
へ
研
修
で
訪

れ
た
一
環
と
し
て
開
催
。
公
立
香
住
病
院
内
科
医
長
の
松
岡
裕
樹

医
師
と
、
神
戸
大
学
医
学
部
４
年
の
藤
本
将ま

さ
ふ
み史
さ
ん
、
藤
本
優ゆ

う

な奈

さ
ん
が
地
域
医
療
や
認
知
症
に
つ
い
て
講
話
を
し
ま
し
た
。

　

松
岡
医
師
は
「
最
初
は
田
舎
暮
ら
し
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
今
は
、
積
極
的
に
病
院
の
外
に
出
て

住
民
へ
の
健
康
教
育
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
は
地
域
に
何
を

残
せ
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
医
学
生
の
２
人
が
ク
イ
ズ
や
運
動
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

認
知
症
や
そ
の
予
防
に
つ
い
て

説
明
し
「
元
気
に
過
ご
す
た
め

に
も
生
活
習
慣
病
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
健
康
に

い
い
の
か
」
や
「
ど
ん
な
勉
強

を
し
た
ら
医
学
生
に
な
れ
る
の

か
」
な
ど
の
質
問
が
行
わ
れ
、

医
学
生
が
こ
れ
に
応
じ
ま
し
た
。

▲ 町民からの質問に答える医学生

地
域
医
療
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

現
役
医
師
と
未
来
の
医
師
の
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
（
８
月
18
日
、香
住
文
化
会
館
）
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「
な
し
お
と
め
」
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

新
品
種
梨
に
係
る
名
称
発
表
（
８
月
29
日
、
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合
本
店
）

　

８
月
29
日
、
県
が
初
め
て
開
発
し
た
新
品
種
梨

の
名
称
発
表
会
が
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合
本
店

（
豊
岡
市
）
で
行
わ
れ
、
名
称
は
「
な
し
お
と
め
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
１
３
４
５
件
の
応

募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
覚
え
や
す
く
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
い
も
の
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
な
し
お
と
め
」
は
収
穫
時
期
が
８
月
中

旬
か
ら
下
旬
の
青
梨
品
種
で
、
１
個
約
４
０
０
ｇ

と
幸
水
に
比
べ
る
と
や
や
大
き
く
、
糖
度
も
12
〜

13
度
と
ニ
十
世
紀
梨
よ
り
高
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

新
名
称
が
決
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
兵
庫
県
梨

振
興
協
議
会
会
長
の
浜
上
町
長
は
「
樹
園
地
面
積

や
生
産
者
数
も
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
梨

が
生
産
者
の
栽
培
意
欲
を
上
げ
る
契
機
と
な
っ

て
、
い
ず
れ
日
本
を
代
表
す
る
品
種
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

名
称
を
考
案
し
た
中
村
太た

い
す
け亮
さ
ん（
豊
岡
市
）

は
「
入
賞
す
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

み
ず
み
ず
し
い
と
い
う
特
徴
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し

て
つ
け
ま
し
た
。
ニ
十
世
紀
梨
を
超
え
る
人
気

が
出
て
ほ
し
い
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
梨
は
平
成
30
年
の
販
売
を
目
標
に
栽
培

面
積
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

秋
の
味
覚
が
大
集
合
！

第
８
回
香
住
ガ
ニ
ま
つ
り
（
９
月
17
日
、
香
住
漁
港
西
港
）

　

９
月
17
日
、
香
美
町
の
秋
の
味
覚
「
香
住

ガ
ニ
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、「
第
８
回
香
住

ガ
ニ
ま
つ
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

香
住
漁
港
西
港
で
開
催
さ
れ
、
約
２
万
人
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
香
住
ガ
ニ
な
ど
の
海
産
物
や
二

十
世
紀
梨
な
ど
の
農
産
物
の
即
売
が
行
わ
れ
、

秋
の
味
覚
を
求
め
多
く
の
人
が
列
を
作
り
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ち
く
わ
ま
き
大
会
や
赤

イ
カ
の
解
体
シ
ョ
ー
、
素
人
せ
り
市
、
○
×

ク
イ
ズ
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
香
住
ガ
ニ
早
食
い
大
会
で
は
１
０
０

人
以
上
の
参
加
希
望
者
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば

れ
た
16
人
が
、
６
０
０
ｇ
前
後
あ
る
香
住
ガ
ニ

を
制
限
時
間
内
に
い
か
に
速
く
、
そ
し
て
き
れ

い
に
食
べ
る
か
を
競
い
ま
し
た
。

　

第
１
組
で
優
勝
し
た
大
石
賢
二
さ
ん
（
加
古

川
市
）
は
「
毎
年
、
ま
つ
り
に
は
参
加
し
て
い

ま
す
が
早
食
い
大
会
は
初
め
て
で
し
た
。
カ
ニ

が
好
き
な
の
で
優
勝
す
る
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。

商
品
の
カ
ニ
は
家
族
で
味
わ
い
ま
す
」
と
う
れ

し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲日本海の秋の味覚「香住ガニ」を求めて並ぶお客さん

▲受賞した中村さんと浜上町長

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
で
８
月
24
日
、
車

い
す
の
整
備
・
清
掃
活
動
が
香
住
区
自
動
車
整
備
組
合（
中

井
聡
会
長
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
自
動
車
整
備
士
の
持
つ
プ
ロ
の
技
術
を
生

か
し
、
地
域
の
公
共
施
設
な
ど
に
あ
る
車
い
す
の
点
検
整

備
や
清
掃
を
実
施
し
、
車
い
す
の
使
用
に
際
し
て
機
能
的

な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
と
と
も
に
安
心
、
快
適
、
清
潔

に
使
っ
て
も
ら
お
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
6

回
目
で
す
。

　

こ
の
日
は
同
組
合
に
参
加
す
る
９
事
業
所
か
ら
整
備
士

９
人
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
と
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
か
が
や
き
を
訪
れ
車
い
す
23
台
を
点
検
。
車
い

す
の
修
繕
で
多
い
ね
じ
の
緩
み
や
紛
失
、
タ
イ
ヤ
の
空
気

圧
や
ブ
レ
ー
キ
の
利
き
方
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
一
台

一
台
丁
寧
に
点
検
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
ほ
え
み
の
管
理
者
の
青
山
文
博
さ
ん

は
「
１
年
に
1
度
の
車
検
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
車
い
す

は
と
て
も
大
切

な
道
具
で
、
安

全
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
点
検

を
し
て
い
た
だ

い
て
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

よ
り
安
全
、
快
適
、
清
潔
に
！

車
い
す
整
備
・
清
掃
活
動（
８
月
24
日
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
ほ
え
み
）

▲ 丁寧に車いすを点検する整備士の皆さん



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　 消費生活センター　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

まちのうごき

合　計

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
139

号
）
平
成
28
年
10
月
13
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

46）

19）

27）

13）

（平成 28 年 9月 1日現在）

18,790 人（－

8,998 人（－

9,792 人（－

  6,699 世帯（－

みんなのがっこうみんなのがっこう
第
11
回

香
住
第
二
中
学
校

学校の略歴

昭和 22 年 城崎郡学校組合立佐津中学校を創立し柴山と奥佐津に分校を設置

昭和 27 年 新校舎を現在の位置に設立し、柴山、奥佐津分校を統合

昭和 31 年 香住町立香住第二中学校と改称

平成 6年 新校舎改築竣工式

平成 19 年 第 66 回全国教育美術展「文部科学大臣奨励賞」受賞

平成 20 年 ＪＲから感謝状の授与（50年間佐津駅清掃活動）

平成 22 年 公益財団法人兵庫県青少年本部表彰「ＪＲ佐津駅清掃」

平成 23 年 第 70 回全国教育美術展「教育美術振興会会長賞」受賞

平成 24 年 第 71 回全国教育美術展「地区学校賞」受賞

平成 24 年 第 56回兵庫県保健衛生大会知事感謝状受賞「ＪＲ佐津駅清掃」

平成 27 年 第 54 回全日本学校歯科保健優良校表彰「日本学校歯科医会会長賞」受賞

　

香
住
第
二
中
学
校
（
中
瀬
明
彦
校
長
、

47
人
）
は
「
謙
虚 

正
直 

勤
勉
」
を
校

訓
と
し
「
ふ
る
さ
と
に
学
び
、
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け

た
生
徒
の
育
成
」 

を
教
育
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
活
動
と
し
て
は
Ｊ
Ｒ
佐
津

駅
で
の
清
掃
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
週
月
曜
日
の
放
課
後
に
、
佐
津
駅

の
ホ
ー
ム
や
駅
舎
内
清
掃
を
生
徒
会
が

中
心
と
な
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
約
60
年
の
歴
史
が
あ
り
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
あ
い
さ
つ
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

登
下
校
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
授

業
や
部
活
動
、
全
校
集
会
で
も
し
っ
か

り
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　

時
に
は
や
り
直
し
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

同
校
で
は
美
術
活
動
に
も
積
極
的
で

す
。
平
成
19
年
第
66
回
全
国
教
育
美
術

展
「
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
」
な
ど
の

数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
瀬
校
長
は
「
素
直
で
物
事
に
一
生

懸
命
取
り
組
む
生
徒
が
多
い
で
す
。
地

域
の
こ
と
を
学
ん
で
、
将
来
の
香
美
町

を
支
え
る
人
材
へ
と
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
村
岡
中
学
校
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

▲佐津駅のホームを掃除する生徒たち

▲玄関で元気よくあいさつをする生徒たち


